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４．発案までの経緯 

 

２．メンバー 

１．タイトル 

３．ねらい 

５．作業工程 

瓦屋根上小空間で主婦は空想にふける

＋
看板建築

小川秀幸、富樫久美子、土井麻里子、世一英佑

視点を変えたことによって見えてきたまちの知られざる側面、

その発見を皆と共有すること

　おかず横丁で僕たちは行きづまりを感じていた。そこで気分転換のために通

りのわきにあるかなり高いビルにとにかく登ってみた。そこから町を見下ろす

と、下からは見えなかった、屋根上の小空間があちこちに偏在していることに

気付いた。また、表から見ると豪壮な建物も、上から見るとはりぼてではない

か。　「何なのコレ」「わからない」「じゃあこれをテーマにしよう」

　様々な角度から写真を撮り、それをわかりやすい順序で並べた。

また、上からの写真だけでなく下からの視点（普段の視点）も交えることで、

そのギャップを際立たせた。

　次に、「何故、このようなものが存在するのか」ということについて推理し

た。そして住人に直接聞いてみた。屋根上のおばちゃんは「わからない。大家

さんに聞いてみたら」と言ってにっこりと笑った。僕たちは大家の家（しかも

この大家の家は看板建築なのだ。一石二鳥である）を訪ねた。するとかなり高

齢の男性がでてきはった。「あのスイマセン、僕たちワセダの」「オア！？」耳

が遠いんだな。会話が成立せず、残念なことに話は聞けなかった。

　そこで学校にもどり、写真をパワーポイントに落としたり、推論を整理した

りしながら、我々は発表にそなえた。
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ビルの上から街を見てみると・・・見えなかったモノが見えてきました。
２軒の家をご紹介します。
まず１軒目↓

屋根の上に物干し台が乗っています。 場所確保や日当たりが目的だそう。
狭い土地の活用法ですね。

次に２軒目↓
素敵なお店です。 → 横から見ても立派ですね。

けど

→

実は
←

何でこんな形なのか？　「日本風建物を洋風に見せたかった」「大きく見せたかった」
などなど、私達も仮説（？）を色々考えましたが・・・
どうやら『看板建築』という造りらしくて、商店をりっｐに華やかに見せるためのよう。
これも商人さんの知恵ですかね？？

←

 

６．作品紹介 
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１．タイトル

２．メンバー

３．ねらい

４．発案までの経緯

５．作業工程

はみ出しマップ

オダイラマユ　カトウマリ　クリハラサトシ　シライシコウシロウ　イチカワゴウ

本来居住スペースに収めらているべきものたちが下町では多くの場合露出している。例えば植木がそ

うだ。彼らは基本的に庭にあるべきだし、回覧板は玄関の中にあるべきで、忘れられたように門扉に

立てかけられているべきではない。そのように居住スペースからはみ出た様々な要素を地図上にプ

ロットしていくことで、内と外という境界の曖昧さを示し、下町の特性を再認識してもらうことを意

図とした。

そば屋で。

撮ってきた写真をみつつ、何を見ていたかを話あっていた。道路が住居の延長として捉えられている、

という点に着目。覗き見気分で、その家に住む人の私生活を垣間見せるような要素を抽出し地図にし

ようと言う話になった。

１、調査区域を決める。

２、分担して、要素に当てはまるようなものを写真に収めていった。

３、写真を見ながら、どう地図にしようかと話し合う。視線の先にはスチレンボードがあり、それを

使って立体にしようと言う話に。

４、写真をプリントアウトし、写真の中にある要素にシールを貼る。

５、シライシ、ゴウ、両氏の協力のもと、写真をボードにはっていく。

６、ボックスを組み立てて完成。

6．作品紹介
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１．タイトル

２．メンバー

３．ねらい

４．発案までの経緯

５．作業工程

小島の地図を作る

島田陽介

小島のまちを島に見立てて地図を作る。
地図としての有用性より、島っぽく見えることを優先する。

             

6．作品紹介

単なる島つながり。だが、町歩きの中で、わりと妥当な目的であることが判明し
た。小島の土地はもともと沼地であり、江戸時代にそれを埋め立てて町を作った
そうだ。いわば沼の上に作った島である。現在では当時の堀もなくなり島の面影
はない。しかし島っぽいところはある。隣町とは幅の広い道路で仕切られる一方
で、町中には信号機もないような狭い道路ばかりなのだ。

地下鉄の駅は港か、信号は灯台か、などと島気分を演出しつつ小島の周りを一周して
みた。このときに「三味線掘跡」を訪れ、上述の埋め立ての話を知った。その後も小島
をうろついてみたものの、結局収穫はそれだけで、具体的な地図は思い描けないまま
次の日になってしまった。
　翌日。中身がないので、せめてデザインだけでも頑張ろうと精一杯悩んでいた。町を
どんな風に描くか、他の町とのつながりをどう表すか等々、島のイメージを作り上げる
のに苦労した。なるべく現実感を排除することで、島っぽく見せることができたと思う。
　島の中をもっとしっかり描ければ、一般の人にでも楽しんでもらえる地図になった
と思う。

▲歩行者信号
△地下鉄新御徒町駅入り口
×デザイナーズビレッジ
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１．タイトル

２．メンバー

３．ねらい

４．発案までの経緯

５．作業工程

「トリゴエゲンゾウ」

杉本、本村、佐々木、松本、小川

             

6．作品紹介

おかず横丁の1ブロック内にある文字を総て、もう洗いざらい取り出すことで今
まで意識していなかった、自分の世界の外側にある文字の存在を知ろうとした
。無意識の世界へのつかの間の脱出を試みよう。原稿用紙に載せていくことで
総ての文字を等価にすることができる。色々な場所に散らばっている文字を集
積してしまおうではないか！！（でもそのうちに再び拡散しようとうごめき、
あぁ、文字は溢れ出ようとするのです）

杉本君のポエム地図を作りたいという一言から私たちの文字への執着は始
まりました。文字文字文字・・・じゃあ全部写そうか、と。

簡単です。文字を原稿用紙に写しただけです。単語と単語の間にはわざと
空白を入れませんでした。びっしり文字！とことん文字。そしてビデオカメラ
で原稿を読む様子を撮影しました。大体は単調に、時には言霊と戯れるよう
に。目と手と口をよく使った気がする。

おかず横丁一区画の文字全てを詰め込んだ作品。原稿用紙に書き写した文
字をそれぞれが声を出して読み上げ、それをデジタルビデオカメラで撮影
し映像にする。読み上げられた文字は言葉となって、視覚情報のみならず聴
覚情報としても発信される。様々な文字が原稿用紙上で無秩序に書き連ね
られており、文章としては意味を成さないかもしれないが、キーワードとして
耳に残るものがいくつも存在する。例えば「dydo」。自動販売機だけで2000
字もの情報がある。「未成年の飲酒は法律で禁じられています」といった禁
止項目が目立ったし、「文化シャッター」も多くの家に見られた。
　撮影地は小島小学校であったが、おかず横丁で撮影できれば良かったと
思う。読み方も棒読みではなく少し工夫を凝らせば違った雰囲気の作品に
なったかもしれない。作品は５分程度で、PCを使って映像を編集。文字を水
に流すところから始まり、各自の音読、そしてまた文字を水に流すところに戻
って終わる。

　作り終えてみて、やはり「地図」というより一つの「アート」としての要素が
強いと感じた。今後どういうカタチの地図を作っていくべきか考えさせられ
る機会になった一方で、成果をとにかくカタチに表す事の大切さを学んだし
、文字を使った点や映像としての作品を作り上げた事は今後に繋がるだろう
と思う。
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　みんなでお好み焼きを食べたり、銭湯に行ったり、寝袋を敷いて明か

りを暗くして、お酒を飲みながらたわいのないことをだらだらと語る、

といった修学旅行的な雰囲気に、僕たちはすっかり陶酔していました。

みんなとゆっくり話をできたのが、とてもうれしかったです。僕は一部

の好戦的な人たちと朝の五時までしりとりをしました。

　しかしこのようなある意味、退廃的な雰囲気は、翌日には消え失せて

いたのが素敵。

　朝ご飯を食べた後は、各グループ精力的に仕事に励みます。締切り時

間直前は皆殺気立っていて、その心地よい緊張感を持続しながらの発表

の時となりました。どのグループも魅力的なプレゼンでしたが、僕にとっ

て最も印象的な発表をしてくれたのは、島田君でありました。僕は明ら

かに彼を甘く見ていました。かなり濃いメンバーがそろっているこのゼ

ミの中で、僕は島田君のことを、「笑顔が素敵だけど普通の人」くらい

に思っていたのです。ごめんね。しかし、彼がしたプレゼンは、一人で、

しかも短時間で仕上げたものであるにもかかわらず、イマジネーション

豊かな、そして斬新なものでした。「俺一人でやったら、あれほどの発

表をできるだろうか」こう考えると、危機感すら感じました。おびやか

されました。

　もう一つ言及しておきたい点は、発表後の皆の反応の良さです。真剣

に耳を傾けてくれるだけでもうれしいのに、発表後には質問や感想、あ

るいは提案が活発にやりとりされました。特に印象的だったのは市川ゴ

オ君です。発表の内容をしっかり理解した上での、生産的で創造的な提

案の連発には舌を巻きました。また、インテリジェント栗原氏の、一歩

引いた観点から生み出される冷静な発言は、飛びがちなメンバーが多い

このゼミにおいては良いスパイスになっていると思います。山椒は小粒

でもぴりりと辛いってか。そういえば栗原氏は外見も山椒っぽいような

気がします（色合いとかが）

　今後。もっと、小グループによる活動を増やしていくべきだと思い

ます。全員でぼんやりと、「これからどうしよう」と考えているよりも、

２～３人のグループに分かれて、具体的な提案を多数出す方が、生産的

でありましょう。他グループへの対抗意識が、発表に向けての強力な推

進力になることはこの合宿で証明されていますし、少人数での作業は、

各人の持ち味をより鮮明に浮かび上がらせます。

　なにしろ僕は今まで何でも一人でやってきたので、なんつうかな、こ

のゼミのみんなで一緒になにか面白いことができそうな予感がしてきて

合宿中、ちょっと涙ぐみそうになって危なかった。と、最後はほのかに

青春的な要素をにおわせつつ、お仕舞い。（世一英佑）

　「張り出し」班

　看板建築の存在をはじめて知った。おかず横町を歩いたとき、平屋根

が多いなと思ってしまったのだが、看板建築の手法にまんまと騙されて

いたわけだ。プライバシーの空間が上に張り出していくという話も面白

かった。

　文字班

このアイディアはとても斬新だ。実行した根気もすごいと思う。町の文

字を全部なくしてみたら…等々、面白くなる可能性をたくさん含んでい

ることもわかった。町を観察する上での新たな視点を得ることができた。

　「はみ出し」班

　プライバシーのはみ出しが意外に多くて驚いた。プレゼンテーション

の方法も驚きだったが、時間がもっとあれば、よりわかりやすい模型が

作れたのだと思う。立体の地図は作ってみたかったので、こういう方法

もありなのだと知った。

　自分の作った地図と今後

　他人の意見を聞いて面白いと思ったのは、実際に人の動きを調べたら

どうか、ということだ。今回の自分の地図は、時間が足りなかったこと

もあり、町の中の情報が少ない。町をもう少し詳しく描き、そこに人の

動きを書き加えれば、面白い地図になるだろう。一人でも地図を作れる

のか、とうれしい意見をくれた人もいたが、やはり個人作業ではやれる

ことが限られてしまうし、アイディアにも広がりがなくなる。

今後、授業がどのような展開をするのかわからないが、いろいろとやり

方があると思う。最初は個人作業からスタートして、次第にグループ化

していくと、それぞれの個性を活かせるような地図ができると思う。ま

た、グループ作業から始めた場合も、飛躍した切り口から地図を作れる

かもしれない。

　巨峰

　もんじゃ焼きは土手を作らない。味が均一になるように混ぜて広げる。

　反省点

　一日目の夜は、飲んだだけで終わってしまった。酔った頭で小学校

中を歩き回るのは楽しかったが、もう少し真面目に地図作りをしてもよ

かったかなと思う。（島田陽介）

　グループ行動が苦手なので今回のグループワークもどうなるか少し不

安だったのですが、まず素晴らしいなと思ったことはみんなのアイディ

アがすごく斬新だったことです。『いいね、やってみたいね』って思わ

されるものばかりだった。このことを体感できたってだけで私の合宿は

かなり有意義なものになったと思う。グループでああでもないこうでも

ない言いながら一つの作品を作るってのはとんでもない力を秘めている

なと今更ながら思ったわけでした。

　私たちが行なった文字を拾い上げるという作業だけど、私はこの作業

を通じて、たった一ﾌﾞﾛｯｸなのに ( しかもほとんどの店は休業日なのに )

原稿用紙 16 枚分？になるってことに驚きました。で ､ 私には原稿用紙

の文字は、もはや何の意味も持たない無機質なものに見えました。文字

が独立してしまった感じか。おかず横丁って場所からするりと抜け出し

てしまった感じとでもいいましょうか。あびぢでつおそいこゆ←すごい

適当に打ったものですが原稿用紙の中の言葉もこんな風に感じられまし

た。こうやって取り出した文字をどうやって調理すればいいのかは本当

に難しい問題だと思います。発表までにもっと時間が取れていたなら私

ならどうしていたか考えたのですが、映像を使うなら、読み手の画はい
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らなかったかもしれません。そのかわりにおかず横丁の画面をひたすら

映す。一軒一軒なめるように。それに声を合わせる。そうすれば見てい

る側にも分かり易いものになったかもしれない。少しは。もっと分かり

易くするために、カメラが動く行程を表す地図をおかず横丁の映像の上

に重ねてもいいかも。あーうまく説明できないけど、コナンの追跡眼鏡

みたいな地図をシンクロさせる感じ。もしくはもう文字の形や発音は一

切無視して、一文字一凸にして凸の場所を地図に表すとか。イメージは

点字。手で触って凸 ( 文字 ) の多さを実感できるように。ただ、地図っ

てのは人の興味を引かなきゃ意味がないような気もするから、これじゃ

やっぱり自己満足の域を出ないのかもなあと思いますが。ふーんそれ

が？で終わってしまったらどうしようもない。面白くて役に立つツール

としての地図ってなんだろうなあ。そういえばちらっと考えたのは文字

( 視覚 ) があるなら音も触感も臭いも地図に表すことができるかなって

ことです。視覚イメージより遥かに難しくなりそうだけど。（小川七恵）

　今回は途中参加、途中抜けという形で、発表も全て見られなくて歯が

ゆかったですが、一応参加してみての感想を述べてみたいと思います。

私たちの班は課題をクリアするというより、気楽に町を楽しむことに徹

していました。そのせいで終盤かなり焦ることになりましたが、初めて

の町をまず無心で好きなように眺めること、これは大切なことだと思い

ます。何より楽しい。興味惹かれるものを更に深く掘り下げていくこと

は発見の喜びがあるし、そのあとで地図の形へと昇華させられればかな

り面白いものになるのではないでしょうか。

　ただ、他の班の発表を見させてもらって思ったことは、見せることも

重要だということ。表現である以上、自己満足に陥ってはいけないと思

いますから、一般から見て、面白いものを作らなければならない。その

ためには手段ノウハウを駆使することがネックになってくる。現段階で

はどんなことができるかまだ自分は知りきれてないと感じました。そこ

にまず習熟したい。色々作品も見たいですね。

　最後に。デザイナーズビレッジはとても面白いものに溢れているのが

印象的でした。あのような作業場の空間に足を運んだりすることは今ま

でなかったものですから。面白いと感じたものを日常的に貪欲に形に落

とし込めようとする人々がいるということ。それに感銘を受けました。

（小川芳幸）

　５月４日、一日遅れて「町の地図」の合宿に参加した。その前日は、

一日群馬に行って、帰りに渋滞に巻き込まれながら深夜に帰ってきてい

たので、当日の少しの疲労は否めなかった。だが、その日はとても良い

一日で、自転車で小島まで行く道のりはとても気持ちが良かった。 

着くと、文字班の杉本君、小川さん、佐々木君が作業をしていた。作業

というのは昨日に「おかず横丁」を歩いて、その道にあるすべての文字

を原稿用紙に書き写したものを読み返してみるという作業だった。 

　このグループは、普段は見過ごしてしまいそうな街にある「文字」に

着目し、それを文字として表すことでなんらかの表現をしてゆこうと考

えるグループだった。話し合いの結果、その文字を映像として表現しよ

うということになったようだ。発想の面白さに惹かれて、一緒に作業を

させてもらうことにした。 

私たちは、原稿用紙に書き出した文字を言葉として表現することを通し

て、映像作品を作ることにした。時間が無かったという理由から、学校

内で原稿用紙朗読という形になった。しかし、僕としては実際にその街

で映像を撮ることで、普段は見過ごされがちな文字の情報をピックアッ

プされ、新しい視点で街を見るきっかけになり、よりよいものになると

思っている。 

　作品は、佐藤先生の映像処理技術、杉本君の斬新な表現、小川さんの

撮影テクニック、佐々木君の送れてきた僕への手厚いフォローにより、

面白いものに仕上がった。地図としては、全く的を外れたものとなって

しまったことは否めないが、ひとまず形になったことは評価できると考

える。周りからの評価も、ひとつの道に 80000 字もの文字の情報があ

るということに着目したという目の付け所はよいという指摘を受け、こ

れからも「文字」という視点を用いて、表現方法を探っていける印象を

受けた。これから、どのような形になり、人々が使えるような「地図」

となるのかが楽しみだ。

　その他にも、 看板建築を工夫を凝らしてて探し出した富樫さん、世一

君、小川くん、土井くんのグループは、表から見るものと実情の違い

を見つけ出すことで、人々は上手に自分の住居やお店を表現していると

いうことを発見できた。街を歩くことでの新たな発見の面白さを存分に

表現してくれた、小島を島と見立てて地図を作った島田君の作品も面白

かった。小島の内部には信号がないということに発見し、生活がその内

部で完結するということから、小島を島と見立てたという豊かな発想に

感心した。　

路地 BOX を作った加藤さん、栗原くん、小平さんたちは街にはみ出し

ているプライバシーを見つけてそれを立体に地図に表現した。プライバ

シーがはみ出ているところを、黄色いシールで浮き出させ、「はみ出し

バロメーター」なるもので、どれだけプライバシーのはみ出しがあるか

を可視化したところはとても面白かった。 この作品に対して僕は、とて

も可能性があるものだと思った。プライバシーのはみ出しに着目して、

それを立体の地図として表現する。もしこれを路地にまで表現を広げ、

より表現方法を工夫したら素晴らしいものになると思った。 

　このようにみんなのいろいろな発想の豊かさに絶えず驚かされた一日

だった。（松本遼） 

　町歩きと調査に関して

おかず横丁はたしか四回目くらい。ただ前はもっと人が居たような気が

するけれど。路地は相変わらずエキサイティングで、植木は相変わらず

はみ出していた。

　調査はあるブロックにおける「はみ出し要素」を写真で全て収めてい

く、という形に決定した（お昼を食べたラーメンもだす蕎麦屋で）。と
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いうわけで、さっそく写真にどんどん収めていく。僕は植木をなるべく

そっけない雰囲気になるように写真におさめていった。意外に早く撮影

が終わったので、どんなものを撮影したのか確認するため、カキ氷屋へ。

僕は店先のベンチで話をしようと思っていたのだけれど、そこは小学生

に占領されていた。きけば六年生とのこと。六年生ってこんなに幼いも

のだっけ。頼んで写真を取らせてもらう。

　道端で抹茶小豆ミルクというカキ氷を三人で食べつつ、話。しかし、

デジカメのディスプレイがあまりに小さく、良く分からなかった。それ

よりも問題はカキ氷。異常な甘さが僕を参らせる。しかも、元来おなか

の弱い人間だ。結局全部食べたけれど、夕食以降も甘さを引きずる羽目

に。まぁ、おなかを下さなかっただけ良かったけれど。

　帰って、マックに写真を取り込み、改めて写真を見直す。iPhot のス

テキなスライドショーでクラシックを聴きながら閲覧。このとき気付い

たのだけれど、見ているものが全然違っていた。写真の撮り方も全然違

う。もう少し、つめて話をするべきだったかもしれない。もちろん多様

性を見せるのも良いと思う。けど、個人の気になることをもっとつめれ

ば別の視点が発見できたかもしれないし。時間が限られていたし、まだ

ちょっと遠慮していたし、とりあえず何か作んなきゃ、というのがあっ

たから止むを得ないけどたぶんもっと面白く出来たと期待してしまう。

オダイラさんは遠慮せずに突っ込むタイプで路地もがんがん攻める

（え？まだ奥にいくの、という感じ）。カトウさんはビジュアルに力を入

れているみたいで、パノラマ写真を作っていた（たぶん僕の考えてたも

のと全然違う地図をイメージしてたんじゃないかなぁ）。僕は、という

と主に植木。この三人がコンセンサスをとって何か作れたら、あんなも

んじゃないと思うんだよなぁ。今後は遠慮なく議論しましょう。

　それと、途中から参加してくれたゴウ君とシライシ君。ボックスの完

成度が上がりました。何につけても、人がいるというのはよいことです

ね。お二人の意見も取り入れて作れれば、たぶんもっと良くなっていた

ように思います。発表での指摘にあったように、路地をどう扱うか、と

いうのは割りと大きな問題でした。僕ら三人ははじめからなしで作って

しまっていましたが、もうちょっと処理のしようがあったようにも思え

ます。

発表に関して。

　屋根の発表

　張りぼて住宅、単純に面白かったです。あとは人に話を聞いていると

ころ、そういう情報も入れて地図にすればよい気もする。視点を変える

のは何につけても重要なことですね。あとは地図を見てみたい。ああい

う情報を、あのメンバーがどうアウトプットするのか、ってのには非常

に心惹かれます。

　言葉の発表

　カキ氷を食べながら異常な取材風景を見ていました。発表よりなによ

り、一番面白かったのは班員の取材風景ではなかったかしら。ムービー

はいろんな示唆に富んでいましたね。深読みしがいがあります。個人的

に印象的だったのは、あれだけの情報をもってしても、おかず横丁の雰

囲気がほとんどしないこと。町の文字は広告と警告に侵食されてしまっ

ているのかもしれませんね。もう一つ思ったのは、必ずしもビジュア

ライズしなくても地図は成立しうるんじゃないかしら、ということ。文

字の音読などで町のイメージが伝われば、それはそれでありじゃないか

なぁ、と思います。

　島の発表

　あの短時間でさっぱりまとめてくるのは興味深かったです。地名から

地図のイメージを膨らませる、という視点も僕にとっては新鮮なもので

した。そうかそうか、そういう見方もあるよねぇと言う感じ。丁寧な地

図の描き方には几帳面な理系の匂いがぷんぷんでした。

　夜のおしゃべりに関して。

　僕の感覚からいうとかなり文化水準の高い集団だなぁ、という印象。

アートや演劇、映画、地方の話、関係ないけど、将来やりたいこととか、

聞いていて非常に面白かったです。たぶんいろんな情報を積極的に取り

入れてきた人が多いのでしょう（ササキ君は気になったことをケータイ

メールにメモしていたし）。そういうバックグラウンドがしっかりして

いる人の作り出すものは不思議（必然と言えば必然だけど）に面白いも

のが多いように思います。

　そう考えると今回の発表は（十分面白かったけれど）やっぱりいま一

つ、という気がします、正直。こういう集団が本気を出したら僕なんか

は考えもしないものがぽんぽんできるような気がして非常に楽しみでし

た（実際どの発表も全然違うことやってるし）。能ある鷹は爪を隠す、っ

て言うけれど、僕は早くみんなの本気が見たいです。で、そうなるため

にはもっと同じ時間を共有して、遠慮のない感じになることが必須のよ

うに思えて。そう考えるとこの合宿は非常に有意義なものだったと思い

ます。まとまったような、まとまっていないような。とりあえず以上。（栗

原智）

　合宿からまだどれだけも経っていないのに、私の記憶はすでに若干あ

やしくなりはじめました。いろいろと楽しく思い出されますが、一番心

に残っていること、言い換えるなら納得のいかないことは、私に不可解

なキャラ付けがされたことです。それはさておき。デジカメの中に大量

に残された写真をながめつつ、記憶をよみがえらせてみることにします。

　まずは、自分の班について。山ほど改善の余地はありますが、今回は

今回で意味のあるものはできたのではないかと思いました。結果はつっ

こみどころ満載なものになってしまいましたが、製作過程から得たもの

はたくさんあったので。

　プライベートの露出部分に意識的に目を向け、写真に収めるという

行為を通して感じたことはいろいろあります。合宿が終わったあと、家

に帰る道で気づいたことですが、「他人のもの」だと明らかなもの、特

に所有者の姿が透けて見えてくるようなものに対しては、普段は、意識

しない、あるいは無意識のうちに視界から排除してしまっているように

ふと思いました。また、所有者もそれが自身のパーソナリティーを露出

させているということをあまり意識していないんだろうな、と。撮影中

に常に付きまとっていたきまりの悪さは、このあたりのことが理由なん
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じゃないかとあらためて思います。

　撮影は探偵ごっこのようですこし面白い部分もありましたが、実際、

他人の生活感を意識しながらまちを歩くというのはかなり神経をすりへ

らす行為でした。この探偵ごっこの後、さらなる素材集めに路地裏に “潜

入” したのですが、写真をとるわけでもないのに、なんだかひどくビク

ビクし、人の家の庭に勝手に入っていくような感覚を覚えました（した

ことないけど）。これは、探偵ごっこ以前にはさほど感じなかったこと

でした。地図の制作と関連づけるのは難しいかもしれませんが、地域社

会学のひとつの事象としてプライバシーをとりあげてみるというのはア

リかもなぁ、と感じました。

　制作作業については、心残りがたくさんあります。話し合いの段階で

はおもしろいアイディアがいろいろと出ていたようにおもうのですが、

思いのほか作業時間が足りなかったり、完成形のイメージを共有しきら

ないまま制作にはいってしまったりで、けっこう苦労して素材を集めた

のに、ちょっともったいないことしちゃった気がします。とりあえずで

すが、手を動かして形にできたことは、今後の制作の可能性を広げるこ

とにもつながって、よかったかなーと思っています。個人的に工作好き

なので、とっても楽しかったですし。

　他の班の発表について。地図をつくるという共通のテーマを与えられ

ていながら、これほどバラエティに富んだ発表になるとは思っていませ

んでした。何より「地図」を作ったのがひとりだけだったというのは、

なんとも興味深い事実です。この先、どうなるかわかりませんが、地図

に限らず、協力次第で相当すごいものをつくれるのでは？と、なんだか

勝手にわくわくしました。ええと、いろいろコメントはあるのですが、

紙面の関係上このへんで。　（加藤茉莉）

　私は町歩き、地図の製作には参加できなかったのですが、発表を見た

り、また小島周辺の空気を感じたりして思ったことを書きます。

まず、台東区という町の特別さを感じました。小島周辺の古くから残っ

ている雰囲気や、町の台所としてのおかず横丁、看板建築などはとても

印象的でした。

　また、発表を見ていて思ったのは見せることの難しさでした。発表者

が見たもの感じたもの、写真や文字や映像の形で残したかったもの、表

現したものをいかに見ている人にわかりやすく、なおかつ印象的に伝え

るか、それはとても大きな課題だと思いました。本人たちは分かっては

いても、それを見る人に伝えられなければそれは半ば自己満足で終わっ

てしまいます。中学、高校時代からずっと展示活動をやってきた私にとっ

て今回の発表は本当に印象的で、展示やプレゼンテーションの難しさ、

おもしろさを改めて感じました。

　個人的には文字のプレゼンテーションが一番印象的でした。見せ方に

は改善点はあるにしろ、注目した点が画期的で、町の見方を 180 度変

えるものなのではないかと思います。同じ町でも何かに注目して見るこ

とで、その町の違った姿が見えてきて、新たな見方が生まれると思いま

した。文字以外でも、他の何か一つのものに注目して町を見ることも面

白いだろうと思いました。

　完全に個人的な課題ですが、初回の授業から言っていた地図を使った

アクセサリーつくりに今回の合宿で拍車がかかりました。町にどれだけ

たくさんの注目ポイントがあるか、そしてその注目したポイントの表現

方法がどれだけたくさんあるかを合宿で痛感し、ますます町や地図をア

クセサリーとして表現してみたくなりました。（井上恵）

　今回は 2 日目の 10 時からの途中参加になってしまったわけですが、

少しでも制作に関わることが出来ていい経験になりました。僕の参加し

たグループは下町に漂う生活感を、はみ出した私物にシールを貼ること

によって捉えてみる、といった作業を行いました。この作業により、公

共的スペースと私的スペースの境界が曖昧であることが具体的に示せた

のではないかと思います。まちと人がとけ合っている、そんな感覚が下

　町や路地の魅力であると改めて認識することが出来ました。

それぞれのグループの発表は、「個性豊かな」という形容がぴったりの、

よい刺激を与えてくれるものでした。各グループの発表から、まちを理

解する上での新たな視点を得られたと思います。

　今後の展開としては、先生もおっしゃっていましたが、いまはまだ皆

の興味・関心はひとつの方向を向いているとは言えません。それを、う

まく最大公約数をとってある程度同じ針路へと定めていく必要があると

感じました。それでも 1 泊 2 日という限られた時間の中で、さらに飲み

などの息抜きをしながらも、あれだけのものを作り上げる皆には驚かさ

れました。早稲田祭などに向けてまとまった時間を確保し、皆で同じテー

マの下、力を結集したら何が出来上がるでしょうか。非常に楽しみです。

また、個人的に栗原 “師匠” と白石 “先生” に編集委員としての必須ア

イテム、「イラストレーター」と「フォトショップ」の手ほどきをうけ

る機会に恵まれたことは大変おいしかったです。「えっ !? こんなことま

で ??」といったことが次から次へと目の前の画面で起こっていく。感動

しました。いや、まじで。早速家のパソコンでも練習してみました。が、

全く思い通りにならず、ただ時間だけが過ぎていくのみ・・・。これか

らも編集委員の皆様に教えを請いつつ上達していきたいです。（市川郷）

　私は一日目しかいられなかったので一日目のことについて書きます。

まず「おかず横丁」の由来などを先生が説明。地図作りはグループに分

かれて手探りながら、「おかず横丁」周辺の地図を作成することになった。

しばらくは先生について小島の周辺を散策。とにかく、戦前からある建

物だから古い！素材からも、その建物が作られた年代がわかったりして

おもしろい。古い建物にはやはり木造が多いのだろうか。ごく最近作ら

れた建物もあるがそれは三階建てが多く、古い木造建築は二階建てが多

いように感じられた。なので、新しい建物に挟まれた木造は心なしか色

合いも関係してこじんまりとして見える。

　「おかず横丁」は、工場で働くお母さんの代わりを担った。工場とは言っ

ても個人的に経営している小さな工場が多い。ベルトコンベアーで大量



26 27

生産というわけではない。家族が総出で行う家内制工業だそうだ。した

がって、母親はご飯を作る時間がないので「おかず横丁」に助けられた

というわけだ。工場と「おかず横丁」は相互補完的に発展してきたらしい。

伝統的なモノ作りの町ではそうした互いに助け合う社会システムが自然

と出来ていったのかもしれない。しかし、転換期がやってきた。バブル

の崩壊である。安い海外の人件費に引かれて日本の技術を海外へ輸出し

た結果、より安い製品が輸入されてどんどん伝統工業は行き場をなくす。

さらに拍車をかけたのは大きなスーパーマーケットの出現であった。「お

かず横丁」にあったかつての活気は、残念ながら今はない。

　私は最初の散策ではどんな工場があるかを追っていた。ガラス工場、

ベルト、ボタン、製缶、紙器などがある。服飾関係の工場が割と目に付

いた。また、私たちの班は銭湯の場所を探してさまよった。小島地区

は狭い敷地に出来るだけ仕事スペースを作ることが優先されていたらし

く、当然仕事場と寝食の場は同じ。風呂場はほとんどない家が多かった

という。そのため、最盛期には４つほど歩ける距離に銭湯が存在してい

た。発見できたのは、蔵前通りを渡ったところの「帝国湯」と「鶴の湯」

である。そこでは、近くに立っていた地図看板を見ていると、親切なお

じさんが、「どこ行くの？」と声かけてくれたのが嬉しかった。佐竹商

店街のほうへも足を伸ばしたが、結局銭湯は二つしか見つけられなかっ

た。しかし、ユニークな垂れ幕がちらほら。その垂れ幕にトリビアが書

かれていた。「夏目漱石の見合い相手は樋口一葉だった」などなど。そ

んなトリビアに元気付けられながら歩いた。

　マンションらしきものの屋上から「おかず横丁」を眺めたのは新鮮だっ

た。「隠し三階」なるものを見つける。屋根の上に物干し台が乗っかっ

ている家が多い。色彩の面ではあんまり派手な色をした建物はない。屋

根の上は普通に道路を歩く視線では絶対にうかがい知れないものである

ため、「おかず横丁」を何度も通ったにも関わらず違うところを眺めて

いる錯覚に襲われた。違う角度から見るとこんなにも建物は表情を変え

るのだ。地図を作るにあたっての忘れてはならない視点だなと思う。地

図は視覚的な要素が強いので、いかにわかりやすいものを作るかが本当

は大切なのかもしれない。けれども一部の場所をいたる角度から見て重

層的に解釈できる地図なんかも面白いと思った。基本的な情報が伝わる

ことは前提だとはしても、それプラス見る人によって異なる情報が喚起

される地図は作れるのだろうか。

　あとは路地。本当にたくさんの路地が秘密の抜け道みたいに点在し

ていた。そしてそこでは小さなコミュニティが繰り広げられている。し

かし、庭先という存在はあんまりないようだった。なぜなら、屋根に

いくつか植物を置いたり、道には花壇並みに多くの鉢植えが置かれてい

た。あたかも花の鉢植えが道空間と家をつなげているかのようであった。

よって、庭先での近所の人とのコミュニティというよりは、道と道沿い

に並んだ家が自然と一体的につながっているようで、ふらりと人の家に

入っていきやすい雰囲気が感じられた。しかし、たくさんの緑が見られ

る一方で、子どもたちの遊び場は少なく、小学校も減っている。東京で

はありながら、若い人は小島というコミュニティから外へ出て行き、地

区では過疎が進んでいるような気がする。

　今回の合宿はとにかく歩いた。小学校の社会学習以来ぐらい。町の人

は親切で、道を聞いたらすぐに答えてくれる。だが「おかず横丁」にど

うしたら昔の活気が戻るだろうか。そう考えると、路地を通しての青空

も少し寂しげに見えた。（土井麻里子）

　今回の合宿には遅れて参加したため正直あまり強い思い入れはないの

ですが、少ないなりに発表を見た感想を。

　最初の班は地上からではなく屋上からの視点で町を捉え、普段では気

づきにくい下町ならではの「看板建築」という傑作を発見していました。

少しのアイデア（少し視点を変える）を取り入れるだけで、町の見方が

かなり違ったものになってくる大変面白いと思ったし、勉強になりまし

た。

　次の班はとても奇抜なアイデアで勝負してきていて「手強いな。」と

思いました。原稿用紙数十枚にも及ぶ文字群には数のちからをかなり感

じました。地図作りを全く無視したビデオは悪魔的かつ呪術的なオーラ

満載で圧倒されました。

　島田君の発表では初めて地図らしいものが出てきて感動を覚えまし

た。ほかの班が比較的ミクロ的な視点に集中する中、マクロ的な視点で

小島を捉えておりここでも視点を変えるということの重要性を痛感しま

した。

　最後の班はちょっと僕も製作を手伝ったのですが、視点で一ひねり入

れるというよりは見せ方（立体物）を作ろうとしたアイデアがいいと思

いました。今後自分の作品を作るうえで「模型」という方法は考えにあっ

たのですが、今回の作品でその一例を示してくれて「模型で見せる」事

のマイナス面・プラス面を自分なりに発見できたのは収穫でした。

　全体を通した感想は島田君の作品を除いて、「地図」ではなく「町」

を見せる作品を作っている感じがしました。僕らはあくまで「地図」を

作ることが最終目標にあるわけで「町」の見方を紹介するのではないと

思っています。しかし、今回の合宿はそれぞれが考えているアイデアを

出す機会としては良い機会になったとは思います。奇抜なアイデアを考

えるのも重要なことだと思いますが、「地図」を作っているわけですから、

ある程度の縛りも必要なことではないかと思います。

　一人くらいこんなスタンスをとる人間がいてもいいかなと思う次第で

す。（白石昂之郎）

　蕎麦屋にて本村杉本佐々木小川グループは少し狭いテーブルを囲い、

少々遅れて serve された冷ソバ、天丼などを食べる。詩などを書いて地

図にしてはどうか、と云う。どのようにして、地図にしようかと云う。

言霊や声などを、どのように平面上に表（現）そうかと云う。商店街の

中、目に見える文字をすべて拾おうということになる。おかず横丁入り

口、花屋の前、魅せの女性にどこがおかず横丁らしいかを聞（訊）く。「ゲ

ンジなんか有名だねぇ、ＧＷだからお店が閉まっていて気の毒だねぇ」

とのこと。ゲンジさんは、漬物屋さんで、我々はその後個性的なゲン爺
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に後ほど会う。昔のおかず横丁や鳥越の話などをきかせていただくこと

にもなる。さて、我々はファミリーマートで色刷りした原稿用紙に黙々

と待ちの文字を拾ってゆく。自転車、自販機、シャッター、書き写（移）

せるだけ、写（移）してゆくのだ。おおよそ２時間半だ。ゲン爺の話も

聴いたから、一時間４０分くらいか。

　さて、我々は小島小学校へと戻る。そして巨峰おこのみもんじゃ焼き

にいく。そして風呂（銭湯、金魚がおよぐ）にいく。デザビレに戻っては、

朝までしりとりをして、寝

る。つまり作業は翌日に流れる。原稿用紙は、街の文字を抱えては、少

しふるえている。

　朝、食事は卵パンと上げ底のパイ包みサラダを食べる。さて、この８

枚８０００字の原稿用紙どうしようかと云う。時間があれば、擬音語を

入れて（小川さん）重ねて地

図を書いていこうと云う。本村さんは洋次のため朝にかえってしまった。

小川さんも１０時には帰ってしまうようなので、とりあえず「声」を重

ねてみようと云う。ついでだ

から映像も撮ろうと云う。途中からきた松本さんが本村さんの代わりに

この原稿用紙をよんでくれる。我々はカメラを回し始め、読み始める。（本

当はおかず横丁で撮りた

かったが）庚社内で声が、屋上で読む声がする。とり終えると編集パソ

コンにつなげて、佐藤先生の下で、つなぎあわれていく。一応、完成で

ある。

　最後に発表である。気持ちの悪い映像であるし、とりとめのないもの

でもある。何かひらめくかもしれない。数日中に。だいたいつまりはそ

のような工程であった。

ＭＥＭＯ

　都市における文字というものは、身体におけるバクテリアのようなも

のかもしれない。文字（言語）はそれ自身の広い世界をもっている生き

物のようなものであるし、我々の「行動」はその文字によって分解され、

アフォードされていく。我々が、都市という身体を治療しようとするな

ら、どうしてそこに宿る文字を扱わないでいられようか。

多くの通行人にとって、その文字は何の意味も持たない。けれど文字は

そこに宿り続けている。我々をアフォードせんとして。

次への課題

・他の街だとどうか？

・文字をけす、ハングルにしてみる

・落書きを拾ってみても面白いかもしれない

・映画『華氏４５１』（Ｆトリフォー）のクライマックスが、示唆深い。（本

の所有が禁止され人が本になるという設定、クライマックスが自分たち

の作品とダブル映像

がある。）

・どのようにして、このような試みを「地図」という媒体に落としてい

くのだろうか。

（杉本譲治　見えざる文字の召還　作業の工程）

　とりあえずカタチにする事が大切だった。文字という切り口だけで地

図を作る発想や視点は良かったが、限られた時間の中でそれをどのよう

に一つの地図として作り上げるかが問題だった。結果的に地図とは言い

がたい映像作品に仕上がってしまったが、それも一つのカタチとして可

能性はあると思う。今回の成果はなんとかカタチにする事が出来たとい

うこと、そしてそのプロセスで多くのコトを学んだ事だと思う。

―気付いた点など

・視点を切り替えると面白い（文字に注目）

・地道な作業も大切

・街には文字がこんなに溢れている

・文字を書くのは大変

・奇抜な発想は大切だが、明確なビジョン（土台）が無ければ上手くい

かない

・とにかく具体的な素材や方向性が必要

・映像もどんどん使っていける（発信のツール）

・いかに調べて学んだ事を伝えるか（簡潔に）

・時間に見合った作業を心がける

・色んな人と話せてよかった

　何より楽しかったので良かったと思います。こうやって皆で反省を出

し合って今後に繋がるはずなので。（佐々木知範）

　合宿、時間をとってよかったと思います。次につなげるということを

考え、以下の通り、ご参考までにコメントを添えました。その場で気が

ついたこともあるし、今書いていて気づいたこともあります。

　地図づくりの作業を今後どのように展開させていくか、どのような地

図をつくるのかということはみなさん、それぞれ企画を考えていただき

たいのですが、ここでは今回の作業を起点としながら、どんなことが考

えられるのかを書いておきました。

　合宿を終えて、地図をつくる、というプロセス自体も成果にしていく

べきだと思っています。

■作品について

１）看板建築（富樫、世一、小川、土井）　視点場の転換

　発見の喜びがあって成り立った作業。日頃の違う場所から見ることに

よる発見。ビルの上から、という視点を得ることで、発見が出来たこと

は大変よかった。その行動力を忘れずに。発表も簡潔で分かりやすかっ

たし、伝えることがはっきりしていたと思う。

　一つの家の屋上での出来事ではあるけれど、さまざまな広がりを含ん

だ内容だった。路地があって、ものが「はみ出す」というだけでなく、
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上の方へも、「張り出して」いくということが見えてきて、都会の中の

偽りのない風景の発見なのであった。住居とプライバシーの問題でもあ

り、また古いモノと新しいモノとの対比と同居の問題でもあり、まさに

都会ならではの現象が透けて見えてきていたと思う。

　「屋上の利用」とか、「都心の住まい方」とか、継続していけるプロジェ

クトでもある。今回の作業を起点とした場合に、地図としての表現にど

のようにつなげていくのか、という展開について考えてほしいと思う。

文献：藤森照信著／増田彰久写真「看板建築」三省堂 1999

２）文字（本村、杉本、佐々木、小川）　モード切替

　普通は出来ないことだし、決してやらないことだが、対象を文字に限っ

たところがすごい。普段の風景を見る目の「モード切替」を行ったので

あって、文字だけしか認識しないようにスイッチを切り替えた、という

ことである。原稿用紙を使ったことも、スタイリッシュで、意図が明瞭

になった。

　観察→文字の採集→筆記→朗読パフォーマンス→映像と、同じ題材を

メディアを変えて、表現を切り替えていったところも面白い点だ。この

切り替えによって生じるズレみたいなものを意識的に増幅してやると面

白いこともわかる。

　文字そのものからも、発見がさまざまにあった。１ブロックと定めて、

それをやりきったことによって、１ブロック分で 8000 字くらい文字が

ある、とか、「禁止」「お願い」「宣伝」というような文字が含んでいるメッ

セージの種類の配分比率、とか、風景の中の文字が持っている役割、だ

とか、様々な発見が含まれていて、現状ではまだまだ解釈しきれないと

思う。

　ということで、例えば他の町だとどうなのか、とか、文字内容の分析

だとか、海外との比較だとか、ということもできると大変面白いし、こ

れまでに類例がないような気がする。

映像に関して言えば、まだ、単なる内輪受けの感じで中途半端である。

取り組みを分かりやすく説明するようなものにするのか、あるいはさら

に実験的な映像表現を考え、演出をするのか、など考えるべきことは多

い。もちろんどのような場とコンテクストで見せるのか、ということと

関係するけれど、ねらいを明確にしていくことによって自ずと練られて

くると思う。

３）路地 BOX（加藤、栗原、小平）　高精細スキャン

　普段から、目には入っていて、ある種の印象を残している風景を、あ

らためて丹念に、もれなく見てみようという姿勢の作品。いつもの目が

設定されている解像度を高精細にしてみました、ということだと思う。

路上のはみ出しだけでなく、家の中のもので透けてみえるものも対象に

していて、覗こうと思わなくても、向こうから語りかけてくるものに細

かに目をやって、一つ一つにシールを貼っていくところがよかったと思

う。

　もうひとつは BOX を作ったこと。これは努力賞で、写真をつないだ

りと、いろいろと技術的にも初めてのことにトライしていたのは、よかっ

たと思う。

今回のモノ、作業の記録としてはよいのだが、見る側に立つと、どのよ

うにこの BOX を見ればいいのか、見方を示してもらえるともっとよい

と思った。写真の他に文字情報があってもよいし、立体的に見せるとい

うことでは、もう少し凹凸というか、立体感がある方が面白みがあると

思う。さらに BOX の中身が何かあるとよいかな、とも。

４）信号／島の地図（島田）　見立てによる全体像の把握

　グループ作業もよいが、一人での作業もよい。この地図は、「小島」

＝島、と「見立て」ることによって、小島を一つの世界として捉えよう

という地図（というか概念図）だと思う。「信号がない」という指摘は、

深く納得した。我々も合宿の最中、信号を使ったのは、たぶん三筋湯に

行ったときだけで、風呂に入らなかった人々はたぶん一度も信号を使わ

ずに２日間を過ごした。当たり前のことなのだけれど、信号がないとい

うエリアは、ある意味で自己完結しているということでもあって、そこ

には何か行動を規制されることによって生じる変なストレスがない気が

する。そうした地区だからこそ、路地ものびのびと使われ、一体感も感

じるし、、、である。

　合宿のはじめに説明したように、この地区に限らず、台東区のほとん

どのエリアが関東大震災での焼失を期に、区画整理が行われ、現在の道

路骨格の原型が形作られている。大きな道路で囲まれたいくつもの地区

（住区）が作られ、その中心には小学校と公園が隣接して作られた。こ

れは当時アメリカで住宅地計画の基本となった「近隣住区理論」（C. ペリ）

を具現化したもので、つまり、幹線道路に囲まれた住区には通過交通を

入れない、という考え方だった。つまり震災後 80 年を過ぎても、その

原則が生きているという証拠でもあった。

　この企画、例えば、80 年後の震災復興計画の検証、というような展

開もできるし（ある種計画的に作った町が時間を経て、計画当初のコン

セプトがどのように変化・継承されているのか、他の地区も含めて比較

検証していく）、「小島」の世界図を精緻に描いていくこともあるし、また、

こうした「小島」という世界の住み手の行動経路（生活の動線）がどの

ようになっているのか、ということも面白い。（佐藤先生）
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